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株式会社 埼玉りそな銀行

店頭における窓口端末を活用したプレゼンテーションツールの導入について

  りそなグループの埼玉りそな銀行（社長 利根 忠博）は、店頭におけるご提案、ご相談業

務の一層の充実を図るべく、本日より、全ての営業店において、窓口端末を活用したプレ

ゼンテーションツールを導入いたします。

  本ツールは、入出金等の勘定処理を行う窓口端末を活用し、従来のパンフレットやチラシ

類に加え、窓口端末画面上で、各種商品・サービスのご案内・シミュレーション等を可能※

1とするものです。

※1 画面を傾斜させ、お客さまに画面をご覧頂くことが可能です。画面イメージは別添をご参照願います。

  本ツールでは、各種商品・サービス※2 について、安定型、積極投資型等、資産運用タイ

プ別の、プレゼンテーションを可能としており、チラシ、パンフレット類では難しい、一

覧性のある分かり易い画面で、多様化・高度化するお客さまの個々のニーズに対し、これ

まで以上に的確で木目細かなご提案を実施してまいります。

※ 2 本日より、まずは、投資信託のメニューをご提供し、今後、外貨預金、保険等、コンテンツの充実を図ってまいり ます。

  今後とも、リテール分野における営業推進上のノウハウを全ての営業店で共有し、お客

さまとのリレーションシップを大切にしながら、お客さまの目線でサービスをご提供する

「真の金融サービス業」への転換、「好感度Ｎｏ．１銀行」を目指してまいります。
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